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９
月
１
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で
の
会
期

で
９
月
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。
本
定
例

会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
確

保
に
係
る
費
用
等
を
計
上
し
た
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
８
号
）や
、
本
会
議
放
映
シ

ス
テ
ム
の
ラ
イ
ブ
配
信
映
像
に
お
け
る
字

幕
表
示
機
能
の
導
入
・
運
用
に
係
る
経
費

等
を
計
上
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９

号
）、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
１
世
帯

当
た
り
５
万
円
の
給
付
金
の
支
給
経
費
を

計
上
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

な
ど
、
55
件
の
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
提
出
議
案
の
う

ち
、
令
和
３
年（
２
０
２
１
年
）度
の
一
般

会
計
と
８
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
・
下
水

道
事
業
の
決
算
認
定
等
は
決
算
常
任
委
員

会
に
付
託
し
、
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
除
く
そ
の
他
の

議
案
は
、
す
べ
て
議
決
等
を
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
員
お
よ
び
委
員
会
か
ら
は
、

意
見
書
案
な
ど
５
件
の
市
会
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。（
委
員
会
で
の
審
査
内
容
の

一
部
は
８
～
13
面
に
、
議
決
結
果
等
は

14
、
15
面
に
掲
載
）
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代 表 質 問 ・ 質 問 に つ い て

代 表 質 問
今定例会では７会派が代表質問を行いました。

　９月８日、９日、12日、13日の４日間で33人の議員が代表質問、質問（個人質問）を行いました。その一
部を質問順にお伝えします。（表記方法は会派の意向を尊重しています。また、記事の内容および所属会派
は令和４年９月定例会の代表質問・質問時点のものです。）
　詳細な内容は、会議録をご覧ください。会議録は、市役所の市民総務室（情報公開）、図書館等に備えて
います。
　なお、新型コロナウイルス感染症については、新型コロナと略して表記しています。

子
ど
も
の
心
の
健
康
把
握
に
つ
い
て

問　
文
部
科
学
省
委
託
事
業
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
を
把
握
す
る
取
り
組
み
が
、
９
月
か

ら
５
校
で
始
ま
っ
て
い
る
が
、
児
童
・
生

徒
や
教
職
員
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
全
校
実
施
が
最
適
と

考
え
る
が
、
教
育
長
の
所
見
を
問
う
。

答　
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
は
、
気
軽
に

相
談
で
き
る
こ
と
等
、
教
職
員
に
と
っ
て

は
、
子
ど
も
の
変
化
に
気
付
き
や
す
く
な

る
こ
と
等
が
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
る
。

答
教
育
長　
今
後
、
成
果
を
全
市
で
活
用

で
き
る
よ
う
、
一
層
の
研
究
を
進
め
る
。

高
齢
者
の
居
場
所
を
拡
充
せ
よ

問　
高
齢
者
に
と
っ
て
他
者
と
の
関
わ
り

は
重
要
で
あ
り
、
高
齢
者
の
交
流
の
場

を
、
小
学
校
区
に
複
数
整
備
す
る
等
、
拡

充
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
高
齢
者
の
交
流
の
場
は
、
ふ
れ
あ
い

交
流
サ
ロ
ン
の
ほ
か
、
小
学
校
区
ご
と
に

高
齢
者
い
こ
い
の
間
等
が
あ
る
。
今
後
、

高
齢
者
は
も
と
よ
り
、
多
様
な
人
々
が
集

う
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
、
関
係
部
署

と
連
携
し
、
制
度
の
拡
充
等
を
議
論
す
る
。

公
　
明
　
党浜は

ま

川か
わ　

　
剛つ

よ
し

開
発
の
進
む
藤
白
台
小
学
校
区
の�

学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い
て

問　
藤
白
台
小
学
校
区
や
青
山
台
小
学
校

区
の
保
護
者
に
学
校
規
模
適
正
化
に
係
る

説
明
会
を
実
施
し
た
と
聞
く
。
保
護
者
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン

タ
ー
跡
地
を
含
め
た
藤
白
台
５
丁
目
の
一

部
を
青
山
台
小
学
校
区
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　
両
校
の
保
護
者
お
よ
び
未
就
学
児
の

保
護
者
に
向
け
延
べ
８
回
実
施
し
た
説
明

会
で
、
出
席
者
か
ら
反
対
意
見
は
な
く
、

市
の
方
向
性
に
納
得
で
き
た
と
の
意
見
を

聴
取
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は
随
時
情

報
共
有
を
行
っ
て
お
り
、
保
護
者
と
同
様

に
納
得
し
て
い
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

問　
学
校
規
模
や
校
区
が
変
更
と
な
っ
た

場
合
、
通
学
路
の
安
全
確
保
が
最
も
重
要

と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
関
係
部
局
と
連
携
し
、
グ
リ
ー
ン

ウ
ォ
ー
ク
、
横
断
歩
道
の
設
置
や
塗
り
直

し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
多
様
な
安

全
確
保
策
を
検
討
し
て
お
り
、
吹
田
警
察
と

も
協
議
し
て
い
る
。
関
係
機
関
と
と
も
に
、

通
学
路
の
合
同
点
検
を
実
施
し
、
適
宜
必

要
な
措
置
を
行
い
、
安
全
確
保
に
努
め
る
。

自
由
民
主
党
絆
の
会

白し
ら

石い
し　

　
透と

お
る

帰
宅
困
難
者
へ
の
対
応
は

問　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
被
災
者

の
救
急
救
命
等
は
当
然
だ
が
、
帰
宅
困
難

者
へ
の
対
応
も
重
要
で
あ
る
。
市
外
か
ら

本
市
へ
帰
宅
を
求
め
る
方
へ
の
情
報
提
供

方
法
や
、
平
時
で
の
情
報
周
知
等
に
つ
い

て
、
市
の
取
り
組
み
状
況
を
聞
き
た
い
。

答　
帰
宅
困
難
者
へ
は
、
大
阪
府
等
と
連

携
し
た
広
報
活
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

で
情
報
発
信
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

平
時
に
は
自
治
会
等
と
も
連
携
し
た
定
期

的
な
広
報
や
、
訓
練
の
機
会
等
を
通
じ
て
、

引
き
続
き
帰
宅
困
難
対
策
の
周
知
を
図
る
。

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

問　
国
の
有
識
者
会
議
に
お
い
て
、
運
動

部
活
動
の
地
域
移
行
に
係
る
提
言
が
ま
と

め
ら
れ
た
。
令
和
５
年
度
か
ら
の
３
年
間

が
改
革
集
中
期
間
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
が
、
本
市
で
地
域
移
行
し
た
場
合

に
想
定
さ
れ
る
効
果
や
課
題
を
聞
き
た
い
。

答　
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ

と
に
加
え
、
教
職
員
の
授
業
準
備
時
間
の

確
保
な
ど
、
教
育
の
質
の
向
上
が
期
待
で

き
る
。
一
方
で
、
各
種
大
会
へ
の
参
加
機
会

確
保
等
の
解
決
す
べ
き
課
題
も
多
く
あ
る
。

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

川か
わ

本も
と　

　
均ひ

と
し
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

問　
学
校
と
地
域
が
協
働
で
学
校
運
営
に

取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て
、
校
区
変
更
等
の
課
題
を
抱
え
る
本

市
に
お
い
て
も
具
体
的
に
導
入
を
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。
当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
に

意
見
聴
取
し
た
う
え
で
、
制
度
導
入
に
向

け
て
協
議
の
場
を
設
け
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　
本
市
で
は
、
当
該
制
度
に
先
行
し
て
、

地
域
連
携
を
基
盤
と
し
た
学
校
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
踏
ま
え
つ
つ
、
先
行
事
例
も
参
考
に
、

導
入
に
向
け
た
課
題
を
検
討
し
て
い
く
。

国
旗
掲
揚
の
取
り
扱
い
を
見
直
せ

問　
安
部
元
首
相
の
葬
儀
の
際
に
、
教
育

委
員
会
は
半
旗
掲
揚
の
要
請
を
各
学
校
に

行
っ
た
。
市
の
施
設
に
準
ず
る
と
し
た
国

旗
掲
揚
の
取
り
扱
い
は
、
非
公
開
の
協
議

の
場
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
市
と

教
育
委
員
会
の
判
断
は
別
と
の
市
長
の
発

言
も
踏
ま
え
、
政
治
的
中
立
性
に
反
す
る

同
取
り
扱
い
は
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
教
育
委
員
会
内
で
十
分
に
検
討
し
た

う
え
で
、
同
取
り
扱
い
を
決
定
し
た
も
の

で
あ
り
、
今
後
も
見
直
す
予
定
は
な
い
。

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

五い

十そ

川が
わ

有ゆ

香か

本
庁
舎
改
修
工
事
に
つ
い
て

問　
27
億
円
を
か
け
て
本
庁
舎
の
増
築
、

改
修
を
行
う
予
算
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、

本
庁
舎
は
今
後
建
て
替
え
を
計
画
し
て
お

り
、
長
く
使
用
し
て
も
約
15
年
間
の
建
物

を
、
高
額
な
予
算
を
か
け
て
整
備
す
る
必

要
性
は
乏
し
い
と
考
え
る
。
既
存
設
備
を

活
用
し
た
課
題
解
決
は
検
討
し
た
の
か
。

答　
既
存
設
備
で
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
や
利
便
性
の
課
題
解
決
が
で
き
ず
、
低

層
棟
に
接
続
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
お
よ
び
ト

イ
レ
を
備
え
た
棟
の
増
築
が
必
要
で
あ
る
。

一
時
預
か
り
事
業
の
利
用
改
善
を

問　
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
で
の
一
時

預
か
り
事
業
の
利
用
申
し
込
み
は
、
現
状

で
は
各
園
へ
の
電
話
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

窓
口
の
一
元
化
や
、
申
し
込
み
可
否
の
確

認
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

手
続
き
の
改
善
を
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　
安
全
に
保
育
を
実
施
す
る
た
め
の
事

前
聞
き
取
り
の
必
要
性
な
ど
か
ら
、
す
ぐ

に
簡
略
化
、
効
率
化
す
る
こ
と
は
困
難
だ

が
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、

他
市
に
お
け
る
一
時
預
か
り
予
約
シ
ス
テ

ム
の
導
入
状
況
の
把
握
に
努
め
る
。

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

高た
か

村む
ら　

将ま
さ

敏と
し

中
学
校
給
食
は
市
が
直
営
で
実
施
を

問　
安
心
、
安
全
な
学
校
給
食
の
提
供
を

担
保
す
る
に
は
、
学
校
給
食
法
に
基
づ
く

衛
生
管
理
を
市
の
責
任
で
行
い
、
公
設
で

給
食
調
理
場
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
全
員
喫
食
を
進
め
る
中
学
校
給

食
は
、
自
校
調
理
、
親
子
方
式
を
含
め
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
複
数
整
備
な
ど
公
設
公

営
で
の
実
施
を
求
め
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
民
設
民
営
で
の
実
施
を
含
め
て
検
討

し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
安
心
、

安
全
で
、
お
い
し
く
、
楽
し
く
食
べ
ら
れ

る
給
食
の
提
供
を
目
標
に
検
討
を
進
め
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入

問　
令
和
４
年
５
月
定
例
会
で
、
会
派
と

し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
創

設
を
求
め
、
市
長
は
検
討
を
進
め
る
と
答

弁
し
て
い
る
。
９
月
１
日
か
ら
同
制
度
の

府
内
自
治
体
間
の
連
携
が
始
ま
っ
た
た
め
、

本
市
も
制
度
を
導
入
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
令
和
５
年
４
月
か
ら
の
制
度
の
導
入

に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。

答
市
長　
人
権
的
配
慮
を
求
め
る
声
に
応

え
る
行
政
の
責
任
を
果
た
し
、
同
制
度
が

社
会
で
一
般
的
に
な
る
こ
と
を
望
む
。

日
本
共
産
党益ま

す

田だ　
洋よ

う

平へ
い

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

問　
不
妊
治
療
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
保

険
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
件
数
の
推

移
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
保
険
適
用
は

最
低
限
の
支
援
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
拡
充

が
必
要
と
考
え
る
が
、
検
討
状
況
や
市
の

少
子
化
対
策
の
方
向
性
を
問
う
。

答　
助
成
件
数
は
、
令
和
２
年
度
７
４
３

件
、
令
和
３
年
度
は
、
要
件
改
正
等
の
影

響
で
１
１
６
３
件
で
あ
る
。
保
険
適
用
後

も
不
育
症
支
援
な
ど
市
独
自
で
必
要
な
支

援
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
今
後
も
、
国
の

動
向
や
保
険
適
用
後
の
状
況
を
注
視
す
る
。

答
副
市
長　
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
、
身

体
的
、
精
神
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

各
施
策
を
進
め
る
。

動
物
愛
護
に
つ
い
て

問　
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
規

則
に
、
殺
処
分
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
動

物
へ
の
愛
護
の
気
持
ち
が
欠
け
て
お
り
、

改
正
し
て
は
ど
う
か
。

答　
回
復
等
の
見
込
み
の
な
い
動
物
の
苦

痛
を
取
り
除
く
措
置
と
し
て
殺
処
分
と
い

う
文
言
を
使
用
し
て
い
る
が
、
誤
解
を
招

く
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
見
直
し
た
い
。

吹
田
新
選
会後ご

藤と
う　

恭き
ょ
う

平へ
い
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府
内
１
位
の
市
長
給
与
と
退
職
金

問　
都
市
規
模
は
府
内
６
位
だ
が
、
市
長

の
給
料
等
は
府
内
１
位
で
あ
る
。
市
長
は

過
去
の
委
員
会
で
社
会
状
況
に
応
じ
見
直

す
と
回
答
し
た
。
府
内
２２
市
が
減
額
し
、

ま
た
、
市
長
給
与
に
地
域
手
当
は
不
適
当

と
の
国
の
通
知
が
あ
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
対
応
は
し
な
い
。
府
内
３３
市
中

１１
市
が
減
額
し
て
お
ら
ず
、
中
核
市
間
の

比
較
や
、
自
治
省
か
ら
総
務
省
に
再
編
後
、

不
適
当
と
の
指
導
も
な
い
た
め
で
あ
る
。

旧
統
一
教
会
と
市
の
関
係
を
問
う

問　
首
長
等
に
旧
統
一
教
会
や
関
連
団
体

と
の
関
係
の
有
無
を
調
査
し
て
い
る
と
の

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
、
本
市
に
お
い
て

当
該
団
体
等
と
の
関
係
は
あ
っ
た
の
か
。

答　
仲
介
者
が
あ
り
、
当
日
ま
で
団
体
の

詳
細
を
知
ら
ず
に
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る

寄
付
を
受
け
た
事
例
が
１
件
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
同
団
体
を
調
べ
た
結
果
、
旧
統
一
教

会
と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
現

在
、
寄
付
金
の
返
還
を
申
し
入
れ
て
い
る
。

注
意
喚
起
灯
の
設
置
等
に
つ
い
て

問　
設
置
基
準
が
厳
し
く
、
設
置
が
進
ま

な
い
信
号
機
に
比
べ
、
注
意
喚
起
灯
は
低

価
格
で
、
自
治
体
の
裁
量
に
よ
り
設
置
で

き
る
。
信
号
機
の
な
い
危
険
な
横
断
歩
道

の
調
査
や
注
意
喚
起
灯
の
設
置
基
準
等
を

整
理
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

答
副
市
長　
通
学
路
や
危
険
性
の
高
い
箇

所
、
地
域
住
民
か
ら
改
善
要
望
の
あ
る
箇

所
を
優
先
し
、
注
意
喚
起
灯
の
設
置
も
含

め
、
効
果
的
な
施
策
の
実
施
を
検
討
す
る
。

隠
れ
待
機
児
童
の
解
消
を

問　
特
定
の
保
育
所
を
希
望
し
て
い
る
等

の
理
由
で
、
認
可
保
育
所
に
入
所
で
き
て

い
な
い
隠
れ
待
機
児
童
の
問
題
は
、
少
子

化
対
策
等
の
た
め
に
も
解
消
す
べ
き
で
あ

る
。
同
問
題
の
解
消
に
向
け
た
保
育
所
等

の
整
備
に
つ
い
て
、
市
の
方
針
を
示
せ
。

答　
現
在
、
未
就
学
児
童
数
の
推
移
等
を

最
新
の
情
報
に
置
き
換
え
、
保
育
必
要
量

の
見
込
み
を
改
め
て
算
出
し
、
整
備
す
る

施
設
数
、
必
要
性
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
学
校
外
学
習
を
支
援
せ
よ

問　
教
育
格
差
の
解
消
や
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
、
子
ど
も
た
ち
が
才

能
を
開
花
さ
せ
る
機
会
の
提
供
の
た
め
、

他
市
を
参
考
に
塾
や
習
い
事
の
助
成
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
が
、
ま
ず
は
学
校
教
育
の
充
実
を

図
り
、
教
育
本
来
の
姿
を
追
求
す
る
と
と

も
に
、
他
市
を
参
考
に
経
済
的
に
恵
ま
れ

な
い
子
ど
も
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
検
討
す
る
。

北
千
里
駅
前
の
再
整
備
に
つ
い
て

問　
北
千
里
駅
前
の
再
整
備
は
、
令
和
８

年
度
に
工
事
着
工
予
定
だ
が
、
す
で
に
同

駅
前
は
空
き
店
舗
が
連
な
る
状
況
に
あ
る
。

再
整
備
完
了
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
も
、

活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
の
考
え
る
具
体
的
な
方
策
は
あ
る
の
か
。

答　
再
整
備
完
了
ま
で
の
期
間
中
に
お
い

て
も
、
当
該
地
区
の
に
ぎ
わ
い
や
必
要
な

商
業
機
能
等
の
保
持
に
努
め
た
事
業
計
画

と
な
る
よ
う
権
利
者
等
と
共
有
し
て
い
く
。

質 問（ 個 人 質 問 ）
今定例会では26人の議員が質問（個人質問）
を行いました。
会派名は質問日の所属会派を表記していま
す。

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

馬ば

場ば

慶け
い

次じ

郎ろ
う

公
　
明
　
党小こ

北き
た　

一か
ず

美み

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

橋は
し

本も
と　

　
潤じ

ゅ
ん

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

西に
し

岡お
か　

友と
も

和か
ず

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を

問　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
推
進
す
る
他
市
事
例
が
あ
る
。
本
市
も

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
と
も
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の

土
壌
が
あ
り
、
聖
地
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
が
、
推
進
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
策
定
に
当
た

り
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

の
項
目
を
設
け
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
る
と
と
も
に
、
他
市
事
例
も
参
考
に

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
方
向
性
を
検
討
す
る
。

無
所
属
ク
ラ
ブ

生い
く

野の　
秀ひ

で

昭あ
き

自
由
民
主
党
絆
の
会

藤ふ
じ

木き　
栄え

い

亮す
け

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

池い
け

渕ぶ
ち

佐さ

知ち

子こ
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市
庁
舎
の
違
反
建
築
懸
念

問　
前
回
の
定
例
会
で
市
庁
舎
高
層
棟
の

建
築
基
準
法
違
反
を
指
摘
し
た
。
法
改
正

に
よ
り
現
在
は
適
法
の
可
能
性
は
あ
る
が
、

過
去
の
資
料
等
か
ら
考
察
す
る
と
、
建
築

時
か
ら
長
年
に
わ
た
り
違
法
で
あ
っ
た
疑

い
が
あ
る
。
同
件
へ
の
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
当
時
の
道
路
状
況
等
を
確
認
で
き
て

い
な
い
た
め
、
見
解
は
回
答
で
き
な
い
。

問　
い
つ
確
認
す
る
の
か
。
期
日
を
示
せ
。

答　
期
日
は
現
在
回
答
で
き
な
い
。

中
核
市
移
行
の
振
り
返
り
に
つ
い
て

問　
中
核
市
へ
の
移
行
前
、
市
民
か
ら
は
、

移
行
に
よ
る
負
担
増
等
に
よ
り
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
懸
念
す
る
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。
移
行
し
て
か
ら
２
年
以
上

が
経
過
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
市
民
の
懸

念
点
は
払ふ

っ

拭し
ょ
くで

き
て
い
る
の
か
。

答　
負
担
増
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
縮
小
等
は

行
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
移
行
に
よ
り
得

た
権
限
を
生
か
し
、
市
民
満
足
度
向
上
に

つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
。

吹
三
地
区
公
民
館
の
工
事
に
つ
い
て

問　
建
て
替
え
に
伴
う
解
体
工
事
で
、
石

綿
に
関
す
る
新
た
な
基
準
は
適
用
さ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
隣
接
す
る
ひ
ま
わ
り
遊

園
の
整
備
は
、
地
域
の
意
見
を
聞
き
、
よ

り
よ
い
遊
園
と
な
る
よ
う
検
討
せ
よ
。

答　
解
体
工
事
に
関
す
る
石
綿
含
有
建
材

の
処
理
は
、
令
和
２
年
に
改
正
さ
れ
た
法

令
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
ま
た
、
遊
園
の

整
備
は
、
説
明
会
等
で
要
望
や
意
見
を
伺

い
、
よ
り
よ
い
遊
園
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

旧
統
一
教
会
へ
の
認
識
に
つ
い
て

問　
旧
統
一
教
会
と
首
長
等
の
不
適
切
な

関
係
は
、
厳
し
く
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
。

政
治
家
と
の
関
係
は
、
地
方
政
治
が
ゆ
が

め
ら
れ
な
い
よ
う
、
き
ぜ
ん
と
し
た
態
度

が
求
め
ら
れ
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
巧
妙
な
手
段
で
入
り
込
む
た
め
、

利
用
さ
れ
な
い
よ
う
十
分
注
意
す
る
。
ま

た
、
公
的
立
場
に
あ
る
者
は
、
立
場
を
利

用
し
て
ほ
か
に
関
係
を
促
す
こ
と
な
ど
は
、

現
に
慎
む
べ
き
行
為
と
認
識
し
て
い
る
。

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

斎さ
い

藤と
う　

　
晃あ

き
ら

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

山や
ま

本も
と　

　
力つ

と
む

日
本
共
産
党玉た

ま

井い

美み

樹き

子こ

日
本
共
産
党竹た

け

村む
ら　

博ひ
ろ

之ゆ
き

会
派
の
構
成　
※
会
派
内
の
順
序
は
議
席
番
号
順（
11
月
１
日
現
在
）

日
本
共
産
党（
７
人
）

　
益ま

す

田だ　
洋よ

う

平へ
い　

　
村む

ら

口ぐ
ち

久く

美み

子こ

　
山や

ま

根ね　
建た

け

人と　
　
玉た

ま

井い

美み

樹き

子こ

　
柿か

き

原は
ら　

真ま

生き　
　
塩し

お

見み

み
ゆ
き

　
竹た

け

村む
ら　

博ひ
ろ

之ゆ
き

公
明
党（
７
人
）

　
浜は

ま

川か
わ　

　
剛つ

よ
し　

　
矢や

野の

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う

　
井い

の
う
え上

真ま

佐さ

美み　
　
野の

田だ　
泰や

す

弘ひ
ろ

　
吉よ

し

瀬せ　
武た

け

司し　
　
小こ

北き
た　

一か
ず

美み

　
坂さ

か

口ぐ
ち　

妙た
え

子こ

自
由
民
主
党
絆
の
会（
６
人
）

　
泉い

ず

井い　
智と

も

弘ひ
ろ　

　
澤さ

わ

田だ　
直な

お

己き

　
白し

ら

石い
し　

　
透と

お
る　

　
石い

し

田だ　
就し

ゅ
う

平へ
い

　
藤ふ

じ

木き　
栄え

い

亮す
け　

　
里さ

と

野の　
善よ

し

徳の
り

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田（
４
人
）

　
馬ば

場ば

慶け
い

次じ

郎ろ
う　

　
高た

か

村む
ら　

将ま
さ

敏と
し

　
橋は

し

本も
と　

　
潤じ

ゅ
ん　

　
井い

口ぐ
ち　

直な
お

美み

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム（
４
人
）

　
西に

し

岡お
か　

友と
も

和か
ず　

　
川か

わ

本も
と　

　
均ひ

と
し

　
木き

村む
ら　

　
裕ゆ

た
か　

　
山や

ま

本も
と　

　
力つ

と
む

吹
田
新
選
会（
３
人
）

　
有あ

り

澤さ
わ　

由ゆ

真ま　
　
石い

し

川か
わ　

　
勝ま

さ
る

　
後ご

藤と
う　

恭き
ょ
う

平へ
い

市
民
と
歩
む
議
員
の
会（
2
人
）

　
五い

十そ

川が
わ

有ゆ

香か　
　
池い

け

渕ぶ
ち

佐さ

知ち

子こ

無
所
属
ク
ラ
ブ（
１
人
）

　
生い

く

野の　
秀ひ

で

昭あ
き

党
派
は
な
し（
１
人
）

　
斎さ

い

藤と
う　

　
晃あ

き
ら

※�

９
月
23
日
付
け
で
斎
藤
議
員
が
会

派「
大
阪
維
新
の
会
・
吹
田
」を
離

団
し
、
会
派「
党
派
は
な
し
」を
結

成
し
ま
し
た
。

※�

11
月
１
日
付
け
で
馬
場
議
員
が
会

派「
市
民
と
歩
む
議
員
の
会
」を
離

団
し
、
会
派「
大
阪
維
新
の
会
・

吹
田
」に
入
団
し
ま
し
た
。

※�

本
市
議
会
の
議
員
定
数
は
36
人
で

す
が
、
令
和
４
年
10
月
９
日
付
け

で
松
尾
翔
太
氏
が
議
員
辞
職
し
た

た
め
、
現
在
の
議
員
の
人
数
は
35

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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旧
統
一
教
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

問　
旧
統
一
教
会
が
国
の
政
策
に
影
響
を

与
え
た
疑
惑
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
で
も
議
員
の
紹
介
で
関
連
団
体
か
ら
寄

付
を
受
け
た
事
案
が
あ
っ
た
。
宗
教
と
政

治
の
過
度
な
関
わ
り
は
注
意
す
べ
き
だ
が
、

同
事
案
を
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
市
長　
法
的
な
成
否
の
問
題
以
前
の
李

下
に
冠
を
正
さ
ず
と
い
う
モ
ラ
ル
の
問
題

と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
り
、
統
一
地
方
選

挙
が
近
づ
く
中
、
他
山
の
石
と
し
た
い
。

不
登
校
の
対
応
策
に
つ
い
て

問　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
不
登
校
に

な
る
児
童
・
生
徒
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

対
応
が
難
し
く
な
る
不
登
校
の
問
題
を
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
、
見
解
を
問
う
。

答　
不
登
校
の
問
題
は
、
学
校
復
帰
の
た

め
の
多
様
な
支
援
は
も
と
よ
り
、
安
心
で

き
る
学
校
づ
く
り
こ
そ
が
課
題
で
あ
る
。

未
然
防
止
に
つ
な
が
る
学
校
づ
く
り
や
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
受
け
皿
の
構
築
な
ど
、

社
会
的
自
立
へ
の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を

問　
電
子
申
込
シ
ス
テ
ム
は
、
手
続
を
分

類
別
で
探
す
項
目
が
な
く
、
非
常
に
検
索

し
に
く
い
。
ま
た
、
公
共
施
設
予
約
・
照

会
シ
ス
テ
ム
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
施
設
予
約

や
利
用
者
登
録
が
で
き
な
い
施
設
が
あ
り
、

改
善
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
市
民
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
よ
う
、

検
索
機
能
の
向
上
に
努
め
る
。
ま
た
、
施

設
追
加
や
行
政
手
続
の
電
子
化
実
現
に
向

け
、
引
き
続
き
関
係
部
局
と
連
携
を
図
る
。

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
活
用
を

問　
本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
多
様
な
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
新
た

な
自
主
財
源
の
確
保
や
下
水
道
事
業
の
啓

発
の
た
め
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
本
市
独

自
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
先
進
事
例
を
調
査
・
研
究
す
る
と
と

も
に
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
活
用
し
た
市
民

向
け
の
広
報
活
動
を
続
け
て
い
く
。

答
市
長　
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
活
用
し
た
Ｐ

Ｒ
の
取
り
組
み
を
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
す
る
。

農
業
委
員
定
数
の
見
直
し
を

問　
令
和
３
年
度
末
に
都
市
農
業
の
方
向

性
が
決
ま
れ
ば
、
農
業
委
員
定
数
も
一
定

の
方
向
性
を
出
す
と
過
去
に
市
は
答
弁
し

た
が
、
そ
の
検
討
時
期
と
な
っ
た
。
本
市

と
同
程
度
の
面
積
だ
が
、
定
数
は
少
な
く
、

議
員
も
未
選
出
の
豊
中
市
を
参
考
に
、
定

数
等
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
農
業
委
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、
本

市
に
お
け
る
都
市
農
業
の
現
状
と
課
題
を

踏
ま
え
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

部
活
動
の
地
域
移
行
を
問
う

問　
国
で
は
、
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
が
議
論
さ
れ
、
令
和
５
年
度
か
ら
３
年

間
を「
改
革
集
中
期
間
」と
位
置
づ
け
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
改
革
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
か
、
予
算
も
含
め
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
地
域
関
連
団
体
と
の
適
切
な

マ
ッ
チ
ン
グ
が
重
要
と
考
え
、
生
徒
が
新

し
い
経
験
を
楽
し
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

ま
た
、
経
費
の
問
題
も
、
一
定
時
間
を
か

け
て
最
適
化
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

遊
具
等
の
更
新
を
丁
寧
に
周
知
せ
よ

問　
小
学
校
お
よ
び
公
立
保
育
所
等
に
設

置
し
て
い
る
遊
具
や
体
育
器
具
の
更
新

は
、
令
和
５
年
度
中
に
完
了
を
予
定
し
て

い
る
が
、
小
学
校
や
保
育
所
ご
と
に
整
備

時
期
が
異
な
る
た
め
、
保
護
者
に
対
し

て
、丁
寧
に
説
明
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
保
護
者
に
対
し
て
、
小
学
校
ご
と
に

具
体
的
な
整
備
時
期
を
通
知
す
る
。
ま

た
、
保
育
所
等
で
も
、
園
ご
と
の
修
繕
状

況
や
具
体
的
な
整
備
時
期
を
通
知
す
る
。

地
域
主
体
に
よ
る
交
通
の
導
入
を

問　
高
齢
化
に
伴
い
、
既
存
の
交
通
機
関

で
は
外
出
困
難
に
陥
る
状
況
が
発
生
し
て

い
る
。
継
続
的
な
移
動
支
援
の
取
り
組
み

と
し
て
、
地
域
主
体
に
よ
る
交
通
手
段
の

導
入
の
仕
組
み
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
具
体
的
な
検
討
内
容
を
答
え
よ
。

答　
点
在
す
る
公
共
交
通
空
白
地
に
お
い

て
、
住
民
が
主
体
と
な
り
運
営
す
る
交
通

の
導
入
に
向
け
、
市
の
側
方
支
援
策
を
地

域
公
共
交
通
協
議
会
で
慎
重
に
検
討
す
る
。

日
本
共
産
党山や

ま

根ね　
建た

け

人と

公
　
明
　
党井い

の

上う
え

真ま

佐さ

美み

自
由
民
主
党
絆
の
会

泉い
ず

井い　
智と

も

弘ひ
ろ

自
由
民
主
党
絆
の
会

石い
し

田だ　
就し

ゅ
う

平へ
い

公
　
明
　
党野の

田だ　
泰や

す

弘ひ
ろ

公
　
明
　
党矢や

野の

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

井い

口ぐ
ち　

直な
お

美み

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

木き

村む
ら　

　
裕ゆ

た
か
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
促
進
を

問　
重
度
障
害
者
等
は
、
既
存
建
物
で
の

受
け
入
れ
が
難
し
く
、
新
た
な
施
設
の
整

備
が
必
要
で
あ
る
。
事
業
者
に
対
す
る
建

設
協
力
金
制
度
等
、
資
金
面
の
支
援
な
ど

に
つ
い
て
、
所
見
を
問
う
。

答　
重
度
障
害
者
が
利
用
可
能
な
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
に
つ
い
て
、
施
設
や
設

備
、
人
材
確
保
の
た
め
の
支
援
策
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
他
市
の
事
例
等
を
踏
ま

え
、
効
果
的
な
施
策
を
検
討
す
る
。

本
市
と
自
衛
隊
と
の
連
携
に
つ
い
て

問　
有
事
の
際
に
、
本
市
と
自
衛
隊
と
の

連
携
に
関
す
る
取
り
決
め
は
あ
る
か
。
ま

た
、
平
時
か
ら
自
衛
隊
と
の
関
係
強
化
も

重
要
と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
を
問
う
。

答　
地
域
防
災
計
画
で
、
有
事
の
際
は
、

相
互
に
協
力
し
て
防
災
活
動
を
行
う
取
り

決
め
が
あ
る
。
ま
た
、
平
時
か
ら
、
担
当

者
間
の
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
と
と
も

に
、
訓
練
等
を
通
じ
た
連
携
強
化
に
努
め
、

有
事
で
の
円
滑
な
活
動
体
制
を
確
保
す
る
。

身
体
障
害
者
に
寄
り
添
っ
た
改
修
を

問　
屋
根
の
な
い
駐
車
場
の
身
体
障
害
者

用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
雨
に
ぬ
れ
て
車

か
ら
降
り
、
車
い
す
に
乗
り
移
る
こ
と
が

前
提
と
な
る
。
本
庁
舎
な
ら
び
に
屋
根
が

未
設
置
の
公
共
施
設
に
、
直
ち
に
設
置
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
設
置
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。
ま
た
、

今
後
、
他
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
設

置
可
能
性
お
よ
び
必
要
性
を
検
討
す
る
。

新
し
い
修
学
旅
行
の
在
り
方
を

問　
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
修

学
旅
行
の
本
来
の
狙
い
を
鑑
み
れ
ば
、
広

島
や
平
和
学
習
あ
り
き
と
い
う
前
例
踏
襲

で
は
な
く
、
新
し
い
在
り
方
を
自
由
に
議

論
、
企
画
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
と
考

え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
修
学
旅
行
の
狙
い
等
を
踏
ま
え
た
丁

寧
な
検
討
は
重
要
で
、
前
例
踏
襲
で
は
な

く
児
童
、
生
徒
の
学
び
等
の
実
態
に
応
じ
、

各
学
校
が
判
断
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
支
援
を

問　
公
益
法
人
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
運
営
は
収
支
相
償
が
原
則
で
、
新

た
な
税
負
担
の
財
源
は
な
く
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
導
入
は
セ
ン
タ
ー
運
営
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
。
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
等
に
寄
与
し
て
い
る

こ
と
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、同
セ
ン
タ
ー

の
事
務
費
改
定
に
つ
い
て
、
関
係
部
局
に

情
報
提
供
し
、
対
応
を
依
頼
し
て
い
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
を

問　
現
在
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

中
学
校
区
単
位
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
超

高
齢
化
社
会
等
、
複
雑
化
す
る
課
題
が
増

加
す
る
中
、
同
セ
ン
タ
ー
の
連
携
体
制
を

活
用
し
、
小
学
校
区
単
位
の
設
置
に
業
務

拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

答
副
市
長　
同
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
多
機

関
連
携
機
能
を
も
つ
拠
点
が
、
市
民
に
身

近
な
場
所
で
整
備
で
き
る
よ
う
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
設
置
数
等
を
検
討
す
る
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
支
援
の
充
実
を

問　
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
支
援
と
し

て
、
教
育
支
援
教
室
へ
の
支
援
学
級
在
籍

者
の
受
け
入
れ
や
、
民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
に
通
う
子
ど
も
が
い
る
困
窮
家
庭
に
対

し
、
金
銭
的
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
支
援
学
級
在
籍
者
の
受
け
入
れ
は
、

教
育
支
援
教
室
の
在
り
方
等
を
関
係
室
課

に
よ
る
会
議
体
で
検
討
す
る
。
ま
た
、
困

窮
家
庭
へ
の
金
銭
的
支
援
は
関
係
部
局
と

連
携
し
、
他
市
事
例
等
の
把
握
に
努
め
る
。

吹
田
新
選
会有あ

り

澤さ
わ　

由ゆ

真ま

日
本
共
産
党村む

ら

口ぐ
ち

久く

美み

子こ

公
　
明
　
党吉よ

し

瀬せ　
武た

け

司し

生中継画面に字幕を追加しました
　本会議や予算常任委員会（全体会）のインターネッ
ト放映を実施しています。令和４年11月定例会から
生中継画面に字幕機能を追加しました。インター
ネット放映は、パソコンのほか、スマートフォンな
どの携帯端末からでも視聴できます。
　市議会ホームページの「議会中継
（インターネット）」からアクセスし
て、ぜひご覧ください。

日
本
共
産
党塩し

お

見み

み
ゆ
き

日
本
共
産
党柿か

き

原は
ら　

真ま

生き

吹
田
新
選
会石い

し

川か
わ　

　
勝ま

さ
る

自
由
民
主
党
絆
の
会

里さ
と

野の　
善よ

し

徳の
り

議会中継
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※分科会や委員会の質疑内容等は、委員会記録をご覧ください。また、本会議での賛否の状況は、14、15面の議決結果をご覧ください。

常任委員会の審査から

予
算
常
任
委
員
会

【
審
査
案
件
】

予
算
関
係
の
議
案

　
予
算
常
任
委
員
会
に
は
予
算
案
3
件

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第103号　一般会計補正予算（第７号）
　�給食費の公会計化および学校徴収金の一括徴収化に伴う口座振替のオ
ンライン受付サービスの導入費用、1,982万円の増額補正

議案第104号　一般会計補正予算（第９号）
　�新型コロナウイルス感染症等が発生した介護施設等に対するかかり増
し経費の補助など、７億9,152万円の増額補正のほか、債務負担行為
（複数年度にわたり支出を予定する事業）補正として、本庁舎改修工事
などを追加

主　な　付　託　案　件

議案第103号　一般会計補正予算（第７号） 全員賛成で
承  認

議案第104号　一般会計補正予算（第９号） 全員賛成で
承  認

〈主な内容〉

〈内容〉
○教育総務事業� 1,982万円
　�給食費の公会計化および学校徴収金の一括徴収化
に伴う口座振替のオンライン受付サービスの導入
費用

○�ウェブ上での口座振替手続きの要望がでることは、令和４年度当初予算の検討時に見通せたことであり、当初
予算に計上できた内容であった。今後は、どの事業においても綿密な事業の組み立てと、熟慮した上での予算
提案を行うよう強く求める。

○高齢者福祉施設補助事業� 4,718万円
　�介護施設等における陰圧装置の設置および個室
化を行う事業所に対する補助

○高齢者施策推進事業� 3億76万円
　①�新型コロナウイルス感染症等が発生した介護

施設等に対するかかり増し経費の補助
　②�介護サービス事業所等に対する物価高騰に係

る応援金の支給

〈賛成意見の概要〉
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〈賛成意見の概要〉

○障害福祉サービス等事業者支援事業�
� 2,560万円
　�障害福祉サービス事業所等に対する物価高騰に
係る応援金の支給

○特定教育・保育施設等運営支援事業�
� 4,330万円
　保育所等に対する物価高騰に係る応援金の支給

○公立保育所管理事業� 450万円
　保育所における複合・大型遊具の更新費用

○公立幼保連携型認定こども園管理事業�
� 700万円
　�幼保連携型認定こども園における複合・大型遊
具の更新費用

○小学校管理事業� 1億4,466万円
　小学校における遊具・体育器具の更新費用

○公立幼稚園管理事業� 3,500万円
　幼稚園における複合・大型遊具の更新費用

○吹三地区公民館整備事業� 1,347万円
　吹三地区公民館の解体撤去工事に伴う経費

○�本庁舎改修工事は利用する当事者への説明や意見を聞く機会を設けることなく、執行部の一存で進められて
おり、議会への報告や市民に対する丁寧な説明が必要であった。市民の利便性向上、バリアフリー対応の観
点からも検証は十分とはいえないため、工事開始までに、再度精査を行う必要がある。

○�本庁舎の本格的な建て替えを見据える中で、今回27億円をかけて本庁舎を改修することは、今後の計画の
選択肢を狭めることとなり、今回の工事により庁舎計画はほぼ固定されてしまう。また、設備によっては新
庁舎で継続して活用せずに耐用年数を残して破棄されるものがあり、抜本的な見直しが必要である。

吹三地区公民館

　
政
務
活
動
費
の
不
明
瞭
な
入
出
金
等
に
係
る
調

査
特
別
委
員
会
の
設
置
案
等
を
審
議
す
る
た
め
、

10
月
26
日
に
10
月
臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。
議
員

か
ら
提
出
さ
れ
た
市
会
議
案
1
件
、
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
1
件
の
案
件
は
、
す
べ
て
議
決
等
を
し

ま
し
た
。（
議
決
結
果
、
賛
否
一
覧
表
は
、
15
面
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
臨
時
会
で
の
審
議
の
概
要
は
、
次
回
の
市
議
会

だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

　
政
務
活
動
費
の
不
明
瞭
な
入
出
金
等
に
係
る
調

査
特
別
委
員
会（
通
称
：
１
０
０
条
委
員
会
）の
日

程
等
は
決
ま
り
し
だ
い
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
公
開
し
ま
す
。

１０
月
臨
時
会
を
開
催

１
０
０
条
委
員
会
を
設
置

100条委員会とは
　地方自治法第100条を根拠とす
る議会の調査権を「100条調査権」、
議会からその調査権を委任された
委員会のことを「100条委員会」と
いいます。
　地方公共団体の事務について調
査し、関係者の出頭や証言を求め
たり、記録の提出を請求すること
ができます。
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議案第97号　�南消防署南正雀出張所建設工事（建築工事）�
請負契約の締結

議案第80号　高年齢職員の部分休業に関する条例の制定ほか６件 ☆ 全員賛成で
承  認

議案第87号　職員の育児休業等条例の一部改正 全員賛成で
承  認

全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

○非管理監督職と暫定再任用との給料額の差
○定年引き上げに伴う人件費の増加見込み額および新規採用者数への影響
○勤務延長型で特例任用する基準
○現行の役職者としての再任用と新たに創設する管理監督職との任用基準の差異
○65歳まで働き続けられる職場環境を整備するため、各職場で検討組織を設置する必要性

○会計年度任用職員の育児休業取得の促進
○育児休業を取得しやすい職場環境の構築
○育児休業の取得を躊

ちゅう

躇
ちょ

する職員への対応
○育児休業取得に伴う業務の引き継ぎを徹底する必要性
○同一職場で、複数人から育児休業取得の申し出があった場合の対応

○電気設備工事や機械設備工事などを別途発注する理由とその発注による工期への影響

財
政
総
務
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

防
犯
・
防
災
、
消
防
、
行
財
政
な
ど

　
財
政
総
務
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
９
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第80号　高年齢職員の部分休業に関する条例の制定ほか６件 ☆(※)
　�高年齢職員の部分休業に関し必要な事項を定めるものや、職員の定年引
き上げに伴い、条例の一部改正を行うものなどです。

　※ほかの６件の議案名などは、14面の議決結果をご覧ください。
議案第87号　職員の育児休業等条例の一部改正
　非常勤の職員の育児休業の取得要件の緩和等を行うものです。
議案第97号　南消防署南正雀出張所建設工事（建築工事）請負契約の締結
　２億3,640万円で請負契約を締結するものです。

付 託 案 件
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○�経済的な理由で給食費を滞納されるなどの事象があった場合は、学校現場と連携して丁寧に対応されたい。
また、新型コロナ対策や物価高対策など、その情勢に合わせた、学校給食費の時限的な無償化は実施すべき
である。併せて、本来学校給食は教育の一環であり、義務教育の下で学校給食費は無償化すべきであるため、
その実現に努力されることを強く求める。

全員賛成で
承  認

全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

文
教
市
民
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

教
育
、
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

　
文
教
市
民
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
２
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第81号　学校給食費条例
　学校給食費の徴収に関し必要な事項を定めるものです。

議案第100号　教育用Windowsタブレット（GIGAスクール構想対応用）
　　　　　　　追加購入契約の締結
　１億890万円で購入契約を締結するものです。

議案第81号　学校給食費条例

議案第100号　�教育用Windowsタブレット�
（GIGAスクール構想対応用）追加購入契約の締結

配備されるWindowsタブレットPC

○�学校給食費の減免について市長が特に必要があ
ると認めるときの具体的な事例

○�学校給食費の減免規定があることを保護者に周
知する必要性

○�本条例制定においてパブリックコメントを実施
しない理由

○�本条例がない現状における学校給食費の徴収根
拠

○�当初購入時と今回の追加購入における契約単価
の差異

○�今回の中学校用タブレットの仕様が小学校用と
異なる理由

○落札者の固定化への懸念と今後の見通し

○�条例化を機に学校給食費の取り扱いが変更とな
る内容の有無

○�本条例制定により学校現場において軽減される
業務内容

○�学校給食費未納者への督促業務を外部委託する
可能性

○�本条例制定後に学校給食費の無償化を行う場合
の条例改正などの手続きに関する手法

付 託 案 件

〈賛成意見の概要〉
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〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

福
祉
、
医
療
、
子
育
て
な
ど

　
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

２
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第90号　教育・保育施設条例の一部改正
　岸部保育園を民営化するものです。

議案第91号　後期高齢者医療に関する条例の一部改正
　督促状の発付期限および督促状で指定する期限の変更を行うもので
す。

付 託 案 件

全員賛成で
承  認議案第91号　後期高齢者医療に関する条例の一部改正

〈反対意見の概要〉

議案第90号　教育・保育施設条例の一部改正 賛成多数で
承  認

○�移管後の保育内容等における独自取り組みの有
無

○�移管後に園舎の建て替えなどをする場合の市の
支援内容

○民営化の効果検証を行う具体的な時期
○�民営化により確保した財源のこれまでの使途と
今後の計画

○�令和元年に岸部保育園の民営化に伴う協定の解
除に至った法人に対して、市が昨年提起した訴
えの現在の状況

○�本条例改正による市民へのメリットおよび督促状
発付数の減少見込み

○督促状の誤発送防止の取り組み

○�民営化により確保した財源の活用も不明確であり、保護者が求めてきた検証や、すでに民営化した園で起き
た課題の検証もしていない。公立保育園が一定数あることは、保育事業の水準を引き上げる大きな材料にな
ると考える。公立保育園の減少は本市の保育全体に関わる問題であり、賛成できない。

民営化する岸部保育園
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〈主な質疑項目〉

〈賛成意見の概要〉
○�条例改正案は、条文に新たに迷惑行為での明け渡し請求を事由として追加するということだが、居住者の生
活実態や、また客観的な事実についての判断が必要であり、より慎重に取り組むよう要望する。

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

建
設
環
境
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

道
路
、
公
園
、
水
道
、
環
境
な
ど

　
建
設
環
境
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
４
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第92号　市営住宅条例の一部改正
　�岸部中住宅の一部および岸部北住宅の廃止等を行うとともに、明け渡
し請求事由の規定の明確化を行うものです。

議案第95号　�千里ニュータウン地区計画の区域内における建築物の制限
に関する条例の一部改正

　�北部大阪都市計画千里ニュータウン地区地区計画に新たに追加した地
区整備計画の区域内における建築物に関する制限を定めようとするも
のです。

議案第99号　�資源循環エネルギーセンター２号灰溶融炉整備用耐火物部
品購入契約の締結

　8,789万円で購入契約を締結するものです。

全員賛成で
承  認

議案第95号　�千里ニュータウン地区計画の区域内における�
建築物の制限に関する条例の一部改正

全員賛成で
承  認

議案第99号　�資源循環エネルギーセンター２号灰溶融炉�
整備用耐火物部品購入契約の締結

全員賛成で
承  認議案第92号　市営住宅条例の一部改正

○�明け渡し請求事由に該当する迷惑行為の判断を
行う主体

○�市営住宅入居者に対する本条例の改正内容の周
知方法

○迷惑行為の詳細を具体的に定める必要性

○市営住宅の今後の供給予定戸数

○�新たに追加した地区整備計画の区域内における
公共施設等の整備予定の有無

○�今後実施予定の同計画の区域内の開発と区域外
の千里北公園の再整備について、各所管が調和
のとれたまちづくりを連携して進める必要性

○�他の事業者から耐火物部品を購入できない理由
および契約方法等の見直しの検討

○�長期継続契約の締結等による耐火物部品に関す
る購入方式の変更の可否

○�耐火物部品の交換周期
灰溶融炉を有する資源循環エネルギーセンター

主　な　付　託　案　件
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9月定例会議決結果 ＜全員賛成の議案および報告案件＞

議案番号 案件名 議決結果
報　　告
報告第１２号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
報告第１３号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
報告第１４号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
報告第１５号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
報告第１６号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
報告第１７号 令和３年度吹田市一般会計繰越明許費繰越計算書について 報告
報告第１８号 令和３年度吹田市公共用地先行取得特別会計繰越明許費繰越計算書について 報告
報告第１９号 令和３年度吹田市水道事業会計予算繰越計算書について 報告
報告第２０号 令和３年度吹田市下水道事業会計予算繰越計算書について 報告
報告第２１号 地方独立行政法人市立吹田市民病院の経営状況について 報告
報告第２２号 地方独立行政法人市立吹田市民病院令和３年度の業務実績に関する評価結果の報告について 報告
報告第２３号 地方独立行政法人市立吹田市民病院第２期中期目標期間の業務実績に関する評価結果の報告について 報告
報告第２４号 債権の放棄について 報告

報告第２５号 令和３年度吹田市決算に係る地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率等に関する報
告について 報告

条　　例
☆議案第８０号 吹田市高年齢職員の部分休業に関する条例の制定について 財 原案可決
　議案第８１号 吹田市学校給食費条例の制定について 文 原案可決
☆議案第８２号 吹田市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決
☆議案第８３号 吹田市職員の分限に関する条例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決
☆議案第８４号 吹田市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決
☆議案第８５号 吹田市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決
☆議案第８６号 吹田市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決
　議案第８７号 吹田市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決
☆議案第８８号 吹田市職員の公益的法人等への派遣に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決
　議案第８９号 吹田市市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
　議案第９１号 吹田市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決
　議案第９２号 吹田市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決
　議案第９３号 吹田市建築基準法施行条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
　議案第９４号 吹田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決
　議案第９５号 千里ニュータウン地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決
予　　算

議案第１０２号 令和４年度吹田市一般会計補正予算（第６号） 原案可決
議案第１０３号 令和４年度吹田市一般会計補正予算（第７号） 予 原案可決
議案第１０４号 令和４年度吹田市一般会計補正予算（第９号）　＊１ 予 原案可決
議案第１０５号 令和４年度吹田市公共用地先行取得特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決
議案第１０６号 令和４年度吹田市一般会計補正予算（第８号）　＊１ 原案可決
議案第１０９号 令和４年度吹田市一般会計補正予算（第10号） 原案可決
決　　算

議案第１０７号 令和３年度吹田市水道事業会計剰余金の処分について 決（継続審査）
議案第１０８号 令和３年度吹田市下水道事業会計剰余金の処分について 決（継続審査）
認定第　　１　　  号 令和３年度吹田市一般会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第　　２　　  号 令和３年度吹田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第　　３　　  号 令和３年度吹田市部落有財産特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第　　４　　  号 令和３年度吹田市勤労者福祉共済特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第　　５　　  号 令和３年度吹田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第　　６　　  号 令和３年度吹田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第　　７　　  号 令和３年度吹田市公共用地先行取得特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第　　８　　  号 令和３年度吹田市病院事業債管理特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第　　９　　  号 令和３年度吹田市母子父子寡婦福祉資金貸付特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第　１０ 号 令和３年度吹田市水道事業会計決算認定について 決（継続審査）
認定第 １１ 号 令和３年度吹田市下水道事業会計決算認定について 決（継続審査）
その他の議案

議案第　 ９６　 号 円山町１号橋拡幅改良工事請負契約の締結について 可決
議案第　 ９７　 号 吹田市南消防署南正雀出張所建設工事（建築工事）請負契約の締結について 財 可決
議案第　 ９８　 号 広域消防指令情報システム構築業務委託契約の締結について 可決
議案第　 ９９　 号 吹田市資源循環エネルギーセンター２号灰溶融炉整備用耐火物部品購入契約の締結について 建 可決
議案第１００号 教育用Ｗｉｎｄｏｗｓタブレット（ＧＩＧＡスクール構想対応用）追加購入契約の締結について 文 可決
議案第１０１号 吹田市北部消防庁舎等複合施設建設工事請負契約の一部変更について 可決
議員提出議案及び委員会提出議案

市会議案第１０号 人権擁護委員の推薦に関する意見について 原案可決
市会議案第１２号 不発弾処理に係る費用の全額国費負担を求める意見書 原案可決
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9月定例会賛否一覧表 全員賛成以外の議案について掲載しています。

10月臨時会賛否一覧表 全員賛成以外の議案について掲載しています。

10月臨時会議決結果 ＜全員賛成の議案および報告案件＞

賛成者は○、反対者は×、退席者は退、欠席者は欠としています。坂口議員は、議長につき、採決に加わっていません。
会派名：�大阪維新の会＝大阪維新の会・吹田、民主・立憲＝民主・立憲フォーラム、新選会＝吹田新選会、市民と歩＝市民と歩む議員の会、無＝無所属クラブ、�

な＝党派はなし
＊１　９月２３日付けで斎藤議員が会派「大阪維新の会・吹田」を離団し、会派「党派はなし」を結成しました。

賛成者は○、反対者は×、退席者は退、欠席者は欠としています。坂口議員は、議長につき、採決に加わっていません。
会派名：�民主・立憲＝民主・立憲フォーラム、新選会＝吹田新選会、大阪維新の会＝大阪維新の会・吹田、市民と歩＝市民と歩む議員の会、無＝無所属クラブ、�

な＝党派はなし

＜全員賛成以外の議案＞

※�案件名の後ろに記載している文字は、その案件が付託された委員会を表しています。記載のない場合は、委員会に付託されていません。	 �
財…財政総務常任委員会、文…文教市民常任委員会、福…健康福祉常任委員会、建…建設環境常任委員会、予…予算常任委員会、決…決算常任委員会	 �
☆の付いた議案７件は、財政総務常任委員会において、一括議題として審査したものです。

＊１　�議案第１０４号は一般会計補正予算（第８号）として上程されましたが、議案第１０６号　一般会計補正予算（第９号）が 議案第１０４号より先に原案可決されたことか
ら、議長が計数整理を行い、補正予算の号数を入れ替えています。

条　　例
議案第９０号 吹田市立教育・保育施設条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決
議員提出議案

市会議案第９号 安倍晋三元首相の国葬の中止を求める意見書 否決
市会議案第１１号 エスカレーターの安全利用に関して、条例の制定等による周知の徹底を求める意見書 原案可決
市会議案第１３号 統一協会と政界との癒着疑惑の解明とその被害救済を求める意見書 原案可決

議決結果

日本共産党 公明党 自由民主党絆の会 大阪維新の会 民主・立憲 新選会 市民と歩 無
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議員提出議案
市会議案第９号 否決 ○ × × × ○ ×欠× ○ 退 14 19

議決結果

日本共産党 公明党 自由民主党絆の会 大阪維新の会 民主・立憲 新選会 市民と歩 無 な
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条　　例
議案第９０号 原案可決 × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 7

議員提出議案
市会議案第１１号 原案可決 ○ × 欠 × ○ × × ○ ○ ○ × 20 14
市会議案第１３号 原案可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 31 3

＊１

議決結果

日本共産党 公明党 自由民主党絆の会 民主・立憲 新選会 大阪維新の会 市民と歩 無 な
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議員提出議案
市会議案第14号 原案可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × 退 退 ○ × ○ 25 4

【９月１３日本会議】

【９月２９日本会議】

議案番号 案件名 議決結果
報　　告
報告第26号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
議員提出議案等
選第5号 淀川右岸水防事務組合議会議員選挙について 当選

財政総務常任委員会副委員長選任について 選任
政務活動費の不明瞭な入出金等に係る調査特別委員会委員選任について 選任
政務活動費の不明瞭な入出金等に係る調査特別委員会委員長選任について 選任
政務活動費の不明瞭な入出金等に係る調査特別委員会副委員長選任について 選任

＜全員賛成以外の議案＞
議員提出議案

市会議案第14号 政務活動費の不明瞭な入出金等に係る調査特別委員会の設置について 原案可決
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次回のすいた市議会だより（No.328 新年号）は令和５年（2023年）１月１日発行予定です。

議案審査の詳細な内容等は、本会議録や委員会記録（図書館等での閲覧のほか、市議会ホームページの会議録検索システムか
らでも閲覧可能）をご覧ください。

　11月定例会を11月24日㈭から12月20日㈫までの会期で開催しています。なお、以下の日程以外にも委員会等を開催する場
合があります。
　また、新型コロナウイルス感染症の影響で、定例会の日程や傍聴の取り扱いなどを変更する場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください。

５月定例会閉会後の主な議会活動

議 会 日 誌 ～意  見  書 ～

　次の意見書案３件を可決し、政府等に送付しまし
た。
○�エスカレーターの安全利用に関して、条例の制定
等による周知の徹底を求める意見書

○�不発弾処理に係る費用の全額国費負担を求める意
見書

○�統一協会と政界との癒着疑惑の解明とその被害救
済を求める意見書

　なお、意見書の詳細は市議会ホームページをご覧
ください。

議会の会議録の検索、
閲覧ができます

　本会議や委員会の会議録を公開しています。市議
会のホームページ内にある会議録検索システムから、
パソコン、スマートフォンなどを使
用し、会議録をご覧いただけます。
　また、市役所の市民総務室（情報
公開）や図書館などにも会議録を備
えています。

令和４年（2022年）11月定例会日程

11月24日㈭　本会議(提案説明）
12月  1日㈭　本会議(質　　問）
　　　2日㈮　本会議(質　　問）
　　　5日㈪　本会議(質　　問）
　　　6日㈫　本会議(質　　問）
　　　　　　  予算常任委員会(提案説明、資料要求）
　　　　　　  ４常任委員会(提案説明、資料要求）

12月  7日㈬　財政総務常任委員会
　　　　　　  予算常任委員会財政総務分科会
　　　　　　  文教市民常任委員会
　　　　　　  予算常任委員会文教市民分科会
　　　9日㈮　健康福祉常任委員会
　　　　　　  予算常任委員会健康福祉分科会
　　　　　　  建設環境常任委員会
　　　　　　  予算常任委員会建設環境分科会
　　 14日㈬　予算常任委員会（討論・採決）
　　 20日㈫　本会議 (討論・採決）

※本会議の各質問日の質問者・項目を事前に市議会ホームページに掲載しています。

開催した会議

８
月

３日 議会広報委員会

22日 議会運営委員会

25日 議会運営委員会

９
月

１日
本会議、予算常任委員会、
予算常任委員会財政総務分科会、
予算常任委員会文教市民分科会、
議会運営委員会

８日 本会議、予算常任委員会、
決算常任委員会理事会

９日 本会議

12日 本会議、議会運営委員会

13日 本会議、常任委員会（財政総務、文教市民、
健康福祉、建設環境、予算）

14日 財政総務常任委員会、
予算常任委員会財政総務分科会

15日 文教市民常任委員会、
予算常任委員会文教市民分科会

16日 健康福祉常任委員会、
予算常任委員会健康福祉分科会

20日 建設環境常任委員会、
予算常任委員会建設環境分科会

22日 予算常任委員会、
財政総務常任委員会

27日 議会運営委員会

29日 本会議、決算常任委員会、
議会運営委員会

市議会の
ホームページ
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